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岳
連
事
業
活
性
化
に
向
け
て
″

～
遭
難
防
止
対
策
事
業
の
強
化
～

平
成
２４
年
度
愛
知
岳
連
定
時
総

会
が
、
４
月
１４
日
（土
）
県
ス
ポ
ー

ツ
会
館
大
会
議
室
に
於
い
て
、
午

後
１
時
３０
分
か
ら
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
関
谷
常
任
理
事
か
ら
会

則
第
１９
条
に
よ
る
総
会
の
成
立

（出

席
者
６８
名
、
内
委
任
状
１４
名
）
は
、

過
半
数
を
超
え
て
い
る
旨
報
告
が

さ
れ
、
総
会
が
始
め
ら
れ
た
。

議
事
の
進
行
に
は
和
田
議
長
が

当
た
り
、
最
初
に
石
川
会
長
は

ア
プ

年
は
い
つ
ま
で
も
寒
い
日
が
続
き
、

高
い
山
に
は
雪
が
多
い
よ
う
で
す

が
、
５
月
の
春
山
は
充
分
楽
し
め

る
反
面
、
事
故
の
な
い
よ
う
注
意

を
払

っ
て
ほ
し
い
。
今
日
の
総
会

で
は
審
議
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

つ
づ
い
て
議
事
に
入
り
、
各
部

の
報
告
で
は
、
総
務

（事
務
局
）

が
伊
東
事
務
局
長
、
企
画
　
関
谷
、

指
導

本
田
、
遭
難
対
策

上
局
橋
、

自
然
保
護

杉
本
↑
）
、
高
体
連

岩
狭
、
国
体
　
杉
本
（憲
）
の
各
常

任
理
事
か
ら
報
告
さ
れ
、
広
報

（愛

知
岳
連

ニ
ュ
ー
ス
）
に
つ
い
て
中

平
等
副
会
長
が
述
べ
た
。

次
に
、
平
成
２３
年
度
決
算
報
告

を
丹
羽
常
任
理
事

（財
務
担
当
）

が
行
い
、
監
査
報
告
を
丹
羽
三
郎

監
事
が
述
べ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ

た
。小

体
の
後
、
予
算
案
が
審
議
さ

れ
承
認
、
事
業
計
画
を
北
村
理
事

長
が
説
明
し
、
承
認
さ
れ
た
。

な
お
、
会
員
状
況
に
つ
い
て
は
、

４
月
１
日
現
在
で
５７
団
体
１
４
０

７
人
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
で
は
、
事
務
局
よ
り
名

簿
作
成
に
つ
い
て
の
お
願
い
、
指

導
部
か
ら
読
図
講
習
会
の
案
内
、

指
導
員
の
募
集
な
ど
、
ま
た
遭
対

部
か
ら
春
山
遭
対
会
議
、
遭
難
防

止
対
策
委
員
会
の
開
催
の
通
知
が

さ
れ
た
。

最
後
に
、
安
藤
副
会
長
が

「今

日
ご
審
議
い
た
だ
い
た
事
に
つ
い

て
、
役
員
を
は
じ
め
岳
連
の
活
性

化
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
述
べ
て
、
総
会
は
１５
時
４０

分
終
了
し
た
。



平成24年 6月 19日 愛 知 岳 連 ニ ュ ー ス 第398号 (2)

読
一回
講

習
会

に

即
名

が
参

加

７
班
に
分
か
れ
コ
ン
パ

指
導
委
員
長

場

所

名
古
屋
市
緑
区
　
大

高
緑
地
公
園

平
成
２４
年
５
月
１３
日

晴
れ

指
導
員
　
８
名
、

一
般
　
　
４２
名

日

時

参
加
者

山
岳
遭
難
事
故
の
大
き
な
要
因

の
道
迷
い
を
防
ぐ
為
に
は
、
読
図

力
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
コ
ン

パ
ス
を
山
行
で
使
用
し
な
い
、
使

用
で
き
な
い
方
が
多
い
の
が
現
状
。

今
回
の
講
習
会
は
、
コ
ン
パ
ス
の

使
い
方
を

マ
ス
タ
ー
す
る
事
に
ポ

イ
ン
ト
を
絞

っ
た
内
容
と
な
り
ま

し
た
。

（方
向
と
距
離
を
予
測
し

て
、
ポ
イ
ン
ト
を
回
る
反
復
練
習

を
昼
休
み
を
扶
ん
で
約
４
時
間
実

施
）早

朝
よ
り
、
河
合
講
師
に
公
園

内
ヘ
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し
て
頂
き
、

８
時
よ
り
指
導
員

（班
長
）
の
事

前
打
ち
合
わ
せ
指
導
。

１０
時
か
ら

開
会
式
と
記
念
撮
影
、
ま
ず
全
員

で
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
歩
測

（平

地
に
て
）
を
行
い
ま
し
た
。
次
に

指
導
員
を
中
心
に
７
班
に
分
か
れ

木否
田暴

彦

て
コ
ン
パ
ス
の
基
本
練
習
。
初
め

は
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
が
よ
く
解

ら
ず
、
コ
ン
パ
ス
と
地
図
と
自
分

自
身
を
ち
ぐ
は
ぐ
に
回
し
悪
戦
苦

闘
し
て
い
る
参
加
者
の
方
も
大
勢

お
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
班
ご
と
に
２０
ポ
ィ
ン

ト
を
色
々
な
コ
ー
ス
で
歩
測
と
コ

ン
パ
ス
を
使

っ
て
回
り
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
比
較
的
ポ
イ
ン
ト
が

見
付
け
ら
れ
る
コ
ー
ス
で
し
た
が
、

午
後
か
ら
は
藪
の
中

へ
突
入
コ
ー

光誓
′′

ス
。
藪
の
中
で
は
傾
斜
も
強
く
見

渡
せ
な
い
た
め
、
大
幅
に
歩
測
が

ず
れ
て
ポ
イ
ン
ト
を
見
つ
け
る
の

に
四
苦
八
苦
。
し
か
し
、
参
加
者

は
躊
躇
す
る
こ
と
な
く
藪
に
突
入

し
、
楽
し
ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。

最
後
に
は
、

３０
分
ぐ
ら
い
か
か

る
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
を
単
独
で
チ
ャ

レ
ン
ジ
さ
れ
る
方
や
走

っ
て
回
る

方
も
い
ま
し
た
。

全
体
に
充
実
し
た
良
い
講
習
が

出
来
た
と
思
い
ま
す
。
今
後
の
山

行
か
ら
は
、
前
の
人
に
付
い
て
歩

い
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
分

で
現
在
地
を
把
握
し
、
こ
れ
か
ら

進
む
方
向
と
距
離
を
予
測
し
て
歩

い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

講
師
の
河
合
さ
ん
を
始
め
と
し

て
参
加
者
の
方
々
、
有
難
う
ご
ぎ

い
ま
し
た
。
尚
、
指
導
員
会
の
講

習
で
は
最
も
基
本
的
な
知
識
や
技

術
を
確
か
め
、
高
め
合

っ
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
の
で
、
今
後
の

講
習
会
に
も
要
望
を
出
し
て
頂
き
、

参
加
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て

指
導
部
勉
強
会

（名
古
屋
地
区
）

が
５
月
２２
日
（火
）県
ス
ポ
ー
ツ
会

館
で
行
わ
れ
た
。

９
団
体
か
ら
１８
名
が
出
席
し
、

‐９
時
３０
分
か
ら
始
め
ら
れ

「確
保

講
習
会
で
使
用
す
る
ロ
ー
プ
ワ
ー

ク
に
つ
い
て
」
高
木
宏
普
及
部
長

が
担
当
し
た
。

主
に
ロ
ー
プ
の
結
び
方
に
つ
い

て
説
明
し
、
自
宅
に
帰
っ
て
も
常

に
資
料
の
図
を
見
て
練
習
し
て
く

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
２‐
時

終
了
し
た
。

春
日
丼
山
岳
会

３
人
パ

ー
テ

ィ
ー

奥
穂
高
岳
で
２
人
滑
落
死

去
る
５
月
６
日
、
新
穂
高
温
泉

か
ら
飛
騨
尾
根
、
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム

を
越
え
、
奥
穂
高
山
荘
へ
向
か
っ

て
い
た
春
日
井
山
岳
会
の
３
人
パ
ー

テ
ィ
ー
の
う
ち
、
２
人
が
滑
落
し

死
亡
し
た
。

３
人
は
コ
ン
テ
ィ
ニ
ュ
ア
ス
で

稜
線
を
歩
行
中
、
バ
ラ
ン
ス
を
崩

し
て
滑
落
、
１
人
は
途
中
ザ
イ
ル

を
外
し
て
尾
根
に
登

っ
た
が
、
２

人
は
７
日
に
８０

ｍ
程
下
部
で
発
見

さ
れ
た
が
、
既
に
死
亡
し
て
い
た
。

平
成

２４
年
度
回
体
愛
知
県
予
選
会

本
年
度
の
国
体
愛
知
県
予
選
会

が
、
４
月
１５
日
（日
）
に
プ
レ
イ
マ

ウ
ン
テ
ン

（岡
崎
市
）
で
開
催
さ

れ
た
。
出
場
選
手
は
、
成
年
男
子

が
８
名
、
成
年
女
子
が
４
名
、
少

年
男
子
が
１３
名
、
少
年
女
子
が
３

名
で
あ

っ
た
。
結
果
は
以
下
の
通

り
。
成
年
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後

に
開
催
さ
れ
る
リ
ー
ド
　
ジ
ャ
パ

ン
カ
ッ
プ
の
結
果
と
と
も
に
選
手

が
決
定
さ
れ
る
。
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

に
つ
い
て
も

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い

の
結
果
で
あ
り
、
選
考
さ
れ
た
選

手
に
つ
い
て
は
、
本
国
体
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
る
。

〔成
績
〕

△
成
年
男
子
　
①
藤
井
　
快
、

②
山
脇

一
馬
、
③
鈴
木
健
太
郎

△
成
年
女
子
　
①
加
島
厚
子
、

②
三
浦
真
理
子
、
③
柳
田
　
茜

△
少
年
男
子
　
①
長
谷
川
拓
海
、

②
野
名
隆
矢
、
③
長
谷
川
寛
太

△
少
年
女
子
　
①
大
場
美
和
、

②
倉
　
菜
々
子
（ジ

ュ
ニ
ア
）
、

③
桑
岡
真
凛
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▲槍 穂高方面

(No)  (所属団体名)

1 名 古 屋 山 岳 会

2  三 河 く ら ぶ

3 や まび こ 山 想 会

4 愛 知 山 岳 会

5 春 日 井 山 岳 会

輔

秋

了

孝

司

美

弘

宏

子

博

直

健

史

一
大

博

俊

正

忠

公

貴

　

仁

幸

義

　

篤

・ダ
　
　
　
宮
　

　

　

　

　

　

久

り

羽

田

部

藤

井

口

口

木

山

藤

松

　

澤

丹

金

字

近

松

坂

山

高

横

加

小

林

米

敷

Ａ

会

会

会

部

会

屋
　
岳
岳
岳
崎
岳

″期
Ｓ
胸
山
山
剛
山

一
　

日

倉

橋

ＭＣ

崎

チ

Ｇ

春

岩

豊

Ｍ

岡

(登 山 期 間)

5/ 3- 5/5
5/ 2-- 5/ 5

5/3～ 5/6
5/2- 5/6
5/ 3～  5/ 6

5/ 3- 5/ 6

4/28～ 5/2
5/3- 5/7
5/3～ 5/6
4/28～ 4/30

4/28～ 4/29

4/28～  4/30

5/3～ 5/5

(登 山 ル ー ト)

明  神  東  稜  ～  主  稜

涸 沢 ベ ー ス  北 穂 高 岳 往 復

涸 沢 ベ ー ス  北 穂 高 岳

新 穂 高 ― 槍 ヶ 岳 ～ 新 穂 高

飛騨尾根～奥穂高岳～涸沢西尾根

涸 沢 西 尾 根 ～ 涸 沢 ～ 上 高 地

涸沢ベース 前穂 西穂 奥穂高岳

涸沢BC 雪副1～北穂東稜 奥穂高岳

燕岳～夫天丼・lt～常念岳～蝶ヶ岳～三月セ

横 尾 ～ 蝶 ヶ岳 ～ 長 塀 山 ～ 横 尾

前 穂 高 岳 北 尾 根 ～ 慶 応 尾 根

涸沢ベース 雪割1～ 北穂～涸沢岳

北 鎌 尾 根 ～ 槍 ヶ 岳

(人数)

6名

6名

14名

5名

3名

5名

11名

5名

単独

9名

4名

3名

4名

6

7

8

9

10

11

12

13

▲後立山方面

名

名

名

名

名

名

名

名

名

久

賢

平

樹

巳

司

彦

”

規

洋

秀

正

憲

敦

・，レ

雅

ウ

村
村

瀬

山

川

坂
藤

す
藤

中

吉

成

中

稲

井

伊

つ

加

岳

根

岳

尾

馬

子

白

△
ム
　
〈
ス
　
ギン　
ム
ス　
△
ム
　
△
ム
　
ィ／　
△
ズ　
△
ム

ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

山
岳
″
岳
岳
岳
″
岳
岳

駆
動
四
山
判
山
”
山
山

古

古

隊

橋

日

標

好

橋

崎

名

名

千

豊

春

道

中

豊

岡

唐       松

自 馬 主 稜 ― 双

白 馬 主 稜 ～

自 馬 主 稜 ～ 自 馬 岳 ～ 杓 子 岳

冷 尾根 ～爺 ヶ岳 ～爺 ヶ岳 東 尾根

爺 ヶ岳南尾根～鹿島槍 ヶ岳 往復

冷尾根 ～爺 ヶ岳 ～爺 ヶ岳東尾根

中 房 温 泉 ～ 燕 岳 ～ 中 房 温 泉

ブヽ 方 Ft根 ～ 唐 松 岳

5/ 1- 5/ 2
4/29´- 5/ 1

4/30-- 5/ 1

4/28^- 4/29

4/28～ 4/29

4/28～  5/ 1

4/28～  4/30

5/ 3-- 5/ 6

5/ 4～  5/ 5

▲剣岳方面

1 豊 田 山 岳 会

2                ″

3 チ ー ム 猫 屋 敷

4                ″

4/28～ 5/1 室 堂 ～ 雷 鳥 沢 BC～ 立 山 周 辺

5/3～ 5/6 室 堂 ～ 雷 鳥 沢 BC～ 立 山 周 辺

4/28-5/2 チ  ン  ネ    剣 尾  根

5/4～ 5/6 雷鳥沢ベース 奥大 日 立山周遊

名

名

名

名

文

織

行

平

良

香

利

脩

中

藤

田

木

竹

近

山

鈴

▲南アルプス方面

名

名

名

悟

泰

子

圭

史

淑

尾

羽

野

松

丹

浅

岳

岳

岳

ケ
　
ケ

丈

丈

＝

■

ヶ

岳

岳

ケ
　
ケ

」ヽ

駒

駒

斐

斐

甲

甲

仙

1  アイシン精機山岳部

2  MMC(三 菱)岡 崎山岳部

3  名古屋グルッペハイジ

4/30～  5/ 4

4/27～ 4/30

5/ 2 - 5/ 4

▲その他方面

1  千種アルパインクラブ

2  中 京 山 岳 会

3  三菱重工大江名誘山岳部

4 安 城 こ も れ び

5   イフアックコーボレーション山岳部

6 名 古 屋 山 岳 会

7 春 日 井 山 岳 会

8  トヨタ自動車山岳部

9              ″

10  千種アルパインクラブ

11  トヨタ自動車山岳部

12  岡 崎 山 岳 会

13 豊 橋 山 岳 会

14 デ ン ツ ー 山 岳 部

15 蒲 郡 山 の 会

4/29^- 5/ 1

4/28～  4/30

4/28-- 5/ 2

5/3～ 5/6
4/22

5/ 3～  5/ 5

5/ 3- 5/ 6

4/30

5/ 1

4/29～  4/30

4/30～  5/ 4

4/27- 4/30

5/ 4- 5/ 6

4/28 - 5/ 1

4/28^- 5/ 3

駒 ヶ根 高 原 ～ 空 木 岳 ～ 宝 会」岳

中  岳   ～   赤   岳

鳥 海 山  湯 の 谷 ル ー ト

南八甲田山域 (人 甲田温泉ルー ト他 )

高       賀       山

越 後 三 山  小 倉 尾 根

八 海 山 ～ 中 岳 ～ 越 後 駒 ヶ 岳

五 葉 山 登 山 口 ～ 五 葉 山  往 復

須 川 野 営 場 ～ 栗 駒 山  往 復

玄倉川/」りII谷～水無川/セ ドの沢左俣

甲 部 信 ヶ 岳 ～ 雲 取 山

自 峰 ～ 冬 瓜 平 ～ 笈 ヶ岳  往 復

冬  瓜  平  ～  笈  ヶ 岳

硫黄 岳 横 岳 ～天 狗岳 ～渋の湯

成 都 ～ 九 塞 講 ～ 黄 龍
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３
月
１０
日
（土
）
に
猿
投
山
の
東

海
自
然
歩
道

（全
長
”
肺
）
を
利

用
し
て
愛
知
山
岳
マ
ラ
ソ
ン
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
日
の
雨

で
コ
ー
ス
が
ぬ
か
る
む
中
、
参
加

者
は
５３
名

（
一
般
が
１４
名

（う
ち

愛
知
山
岳
連
盟
か
ら
４
名
）
、
高

校
生
３９
名
）
と
盛
況
の
う
ち
に
大

会
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
か
ら
バ
ナ
ナ
や
ネ

ギ
の
差
し
入
れ
が
あ
り
、
和
気
あ

い
あ
い
の
大
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

大
会
を
制
し
た
の
は
知
立
市
在
住

の
左
右
田
邦
久
さ
ん
、
２
位
に
は

尾
崎
良
輔
さ
ん
、
３
位
に
は
杉
浦

彰
彦
さ
ん
が
入
り
ま
し
た
。

本
大
会
は
、
整
備
さ
れ
た
東
海

自
然
歩
道
を
利
用
し
た
大
会
で
あ

り
、
体
力
を
測
る
の
に
は
最
適
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。
愛
知
県
山
岳

連
盟
の
会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（杉
本
憲
広
）

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
勝

左
右
田
邦
久

（
一
般
）

３０
分
００
秒

②

尾
崎
良
輔

（
一
般
）
３０
分
１３
秒

③

杉
浦
彰
彦

（
一
般
）
３０
分
３６
秒

①

谷
本
蒼
真

（佐
織
工
業
高
校
）

⑤

小
田
春
彦

（
一
般
）

⑥

高
木
澄
也

（佐
織
工
業
高
校
）

⑦

士
口
田
孝
夫

全
局
校
体
育
連
盟
）

⑧

清
水
　
勲

（
一
般
）

０

堀
場
　
竣

（
一
官
工
業
高
校
）

雪
上
技
術
講
習
会
に

参
加
し
て

豊
田
山
岳
会
　
み
↑
Щ
　
エエ

３
月
３
日
、
４
日
の
２
日
間
、

岐
阜
県
の
大
口
ヶ
岳
周
辺
で
開
催

さ
れ
た
愛
知
岳
連
の
雪
ヒ
技
術
講

習
会
に
指
導
員
と
し
て
参
加
し
た
。

１
日
で
は
十
分
な
講
習
が
で
き
な

い
こ
と
か
ら
今
年
は

一
般
受
講
生

の
方
も
多
く
の
方
が
２
日
間
に
わ

た

っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
冬
山

で
の
技
術
向
上
を
目
指
し
た
。

１
日
日
は
班
ご
と
の
講
習
と
し
、

Ａ
ｌ
　
Ａ
２
班
は
午
前
中
を
装
備

チ
ェ
ッ
ク
、
読
図
、
歩
行
訓
練
に

あ
て
、
お
よ
そ
２
時
間
半
を
か
け

て
大
口
ヶ
岳
山
頂
ま
で
歩
い
た
。

遭
難
防
止
対
策
委
員
会
報
告

４
月
２４
日
県
ス
ポ
ー
ツ
会
館
で

出
席
者
３８
名
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

自
然
災
害
の
多

い
年
で
、
山
岳
地

域
に
も
そ
の
影
響
は
あ
り
ま
す
の

で
、
登
山
情
報
を
確
認
し
て
入
山

し
て
下
さ
い
。
遭
難
防
止
対
策
委

員
会
で
は
、
山
岳
遭
難
防
止
対
策

を
重
点
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
の
で
、
委
員
会

へ
の
登
録
を
お

願
い
し
ま
す
。
机
上
で
は
、
理
解

し
て
い
て
も
登
山
活
動
中
に
活
用

出
来
な
け
れ
ば
遭
難
事
故
に
繋
が

り
ま
す
。
登
山
中
の
登
山
者
各
自

２４
年
度

春
山
遭
難
対
策
会
議
及
び

参
加
者
の
中
に
は
ア
イ
ゼ
ン
を
初

め
て
装
着
さ
れ
る
方
、
雪
山
の
経

験
が
殆
ど
な
い
方
も
見
受
け
ら
れ

た
た
め
、
ア
イ
ゼ
ン
着
脱
時
の
注

意
点
や
ピ

ッ
ケ
ル
の
持
ち
方
な
ど

も
含
め
て
基
礎
か
ら
の
講
習
を
行
っ

た
。
午
後
か
ら
は
滑
落
停
止
訓
練
、

雪
洞
の
掘
り
方
、
ビ
ー
コ
ン
を
使

用
し
た
雪
崩
に
よ
る
埋
没
者
の
捜

索
訓
練
な
ど
緊
急
時
に
備
え
た
訓

練
を
行

っ
た
。
参
加
者
の
多
く
が

ビ
ー
コ
ン
を
ほ
と
ん
ど
触

っ
た
こ

と
が
な
か
っ
た
た
め
捜
索
に
時
間

を
要
し
た
こ
と
な
ど
、
冬
山
に
入

る
た
め
に
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
い

か
に
必
要
で
あ
る
か
を
理
解
し
て

い
た
だ
い
た
。
ま
た
、　
一
部
の
参

加
者
に
は
雪
洞
で
の
生
活
も
体
験

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

が
、
遭
難
防
止
の
認
識
が
無
け
れ

ば
遭
難
回
避
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
に
は
、
裾
野
の
広
い
山
岳

遭
難
防
止
対
策
委
員
会
活
動
が
必

要
で
す
。
体
力
、
天
気
、
読
図
等
、

全
て
登
山
計
画
書
に
合
ん
で
い
る

こ
と
を
再
確
認
し
て
下
さ
い
。

２４

年
春
山
入
山
状
況
を
添
付
し
ま
す
。

（３
貞
参
照
）

更
新
集
計
で
、

２６
山
岳
会

（ク

ラ
ブ
）

４４
チ
‐
ム
　
２
０
６
名

の
人
山
計
画
で
す
。

（高
橋
　
優
）

２
日
目
は
主
に
雪
崩
に
対
す
る

備
え
と
い
う
観
点
で
の
講
習
を
行
っ

た
。
こ
の
日
の
講
習
内
容
は
私
自

身
も
経
験
が
浅
い
こ
と
が
多
く
、

指
導
員
も
受
講
生
と
と
も
に
技
術

習
得
に
取
り
組
ん
だ
。
弱
層
テ
ス

ト
で
は
坂
口
指
導
員
が
実
際
に
ピ
ッ

ト
を
掘
り
、
現
物
で
の
有
意
義
な

体
験
が
で
き
た
。
ま
た
、
雪
崩
に

よ
る
埋
没
者
の
捜
索
を
実
戦
モ
ー

ド
で
掘
り
出
し
ま
で
を
行
う
な
ど
、

緊
張
感
の
あ
る
中
で
進
め
ら
れ
た
。

こ
の
日
の
最
後
に
行

っ
た
梱
包
か

ら
搬
送
ま
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と

合
わ
せ
、
私
自
身
も
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
重
要
性
を
感
じ
た
講
習
内
容

で
あ

っ
た
。

雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
、

緊
急
事
態
が
発
生
し
た
時
に
、
い

か
に
適
切
な
行
動
を
と
れ
る
か
は

日
ご
ろ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ

っ

て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
こ
の
講

習
会
に
よ

っ
て
、
私
以
外
に
も
多

く
の
方
々
が
気
づ
か
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

登
山
は
想
像
力
必
要

や
ま
び
こ
山
想
会

中
西
　
恭
子

私
は

（Ａ
３
班
）
ｌ
Ｈ
日
午
後

か
ら
参
加
し
ま
し
た
。
す
で
に
講

習
中
の
他
班
を
横
目
に
頂
上
を
目

指
し
な
が
ら
歩
行
訓
練
。
天
気
は

晴
天
で
青
い
空
と
白
い
雪
が
最
高

で
し
た
。
景
色
を
堪
能
す
る
の
も

早
々
に
、
様
々
な
技
術
　
知
識
を

吉
村
講
師
よ
リ
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て

い
た
だ
く
。
雪
屁
を
予
測
し
な
が

ら
の
歩
き
方
か
ら
、

「
登
山
は
想

像
力
が
大
事
』
と
い
う
こ
と
を
学

ん
だ
。

滑
落
停
止
訓
練
は
初
め
て
で
は

な
か
っ
た
が
、
い
ろ
い
ろ
な
シ
チ
ュ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
想
定
し
て
の
練
習

を
行
い

『使
え
る
技
術
の
大
切
さ
』

を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
木
を

乗
り
越
え
な
が
ら
登
る
な
ど
、
想

定
外
の
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
非
常
に

楽
し
い
も
の
で
し
た
。

２
日
目
、
雪
崩
対
策
の
講
習
は

雪
山
初
心
者
の
私
に
は
少
々
難
し

い
内
容
で
し
た
が
、
徐
々
に
自
分

の
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
Ａ
３
班
は
引

き
続
き
昨
日
の
お
さ
ら
い
を
兼
ね

て
再
び
ピ
ー
ク
を
目
指
し
ま
し
た
。

昨
日
の
晴
天
と
は
裏
腹
に
悪
い
視

界
と
強
風
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

同
じ
場
所
で
こ
れ
ほ
ど
表
情
が
変

わ
る
事
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
大

候
は
事
故
に
大
き
く
影
響
し
、
そ

れ
を
カ
バ
ー
す
る
為
の
技
術
　
知

識
は
大
切
な
の
だ
と
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
ビ
ー
コ
ン

操
作
、
確
保
技
術
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
内
容
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
確
実
な
も

の
と
し
さ
ら
に
来

シ
ー
ズ
ン
に
向

け
研
鑽
し
た

い
と
思

い
ま
し
た
。

講
師

の
皆
さ
ま
に
は
深
く
感
謝

い

た
し
ま
す
。
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平成 24年 6月 19日 愛 知 岳 連 ニ ュ ー ス 第398号 (6)

CLiMBING PARК   東こ河初のクライミング施設

httDノ /olrrb ng oork com 80532 26-3737

じ裁罵載
し亀

削 〕写
宴楔す

メ のプロショップ
」日刈谷駅前

名古屋・伏見唾ヨコの山用品専門店

Ъヾ嵯
｀
キ樫Ψで%%%

ステラアルビーナ
(ロ シャッツパーム)

名古屋市中区錦二丁目531長者町相互ビル2F●05223■ 0739

営業時間/11:00～ 8:30μ (日 曜日は7:00m迄 )

タ
Originai Wear&Goods

オリツナルウェア'CMウ エア(広告掲載)

カジュアルユニフォーム&グッズ
デザイン・企画・制作
お気軽におl.l合せ下さい。

特許出願GIASS P`R(H(グ ラスパ‐チ)

」

株式会社リノポイント   〒4,1●835 愛知県一宮市あすら1‐ 5‐7

TEL:OS86‐ 58-5021  FAX:OS86-58-5022  E‐ mail: to@renopintip

名古屋駅前のJJとスキーの専門店

駅前′rl■ス
〒 4500002名 古屋市中村区名駅四丁目11-27

(第 2ト ヨタビル東館 lF)

TEL 052-565-1417

〒4601111113名 古屋市中区錦三丁目13番 22号
電 L052>951-1166番

営業時間  午前 11:llll～午後 2:311

午後 4:∞～午後 8:Oll

定 休 日   日曜日・第二・第二月曜日

うなざ錦二丁日 い ば しよう

“
勢

公官庁の許認可申請・権利義務・事実証明の書類作成

西山行政書士事務所
T460-0002

名古屋市中区丸の内 3丁目1523番地 大栄 ビル204号室

TEL:052-961-6506  FAX:052-961-6507
URL:httpプ /www nygs― ofnce cOm/

facebook:hitpl〃 wwvv facebook com/nygs off ce

rrekてng`Eco iour      磁ヽン
心歩れ

=〕
ン`フー

海外トレッキング・国内登山ツアーの専門旅行会社

初心者からベテランまで…日帰 |り から海外登山…

年間総合カタログをご請求下さい。無料送付致します。

参ゞ TIΨTttiS篠華ξ霜
名古屋 TEL:052-588-561 7 FAX:0525885618

〒450-0002名古屋市中村区名駅41714鈴木曰レ5F
ホームベージ h“pl雨・・v amuse travd co jp

砕ガ ⑩ガ踏
海外 トレッキング/世界の山旅 専P5旅行会社

ますは「ツアーカタログ」ご請求下さい

個人 &グループでのご利用お待ち申し上げます

名古屋営業所 TEL:052-581-3211
〒4500002名古屋市中村区名駅 3236第 2千福ビル 8階

FAX:052-501-8338  E― mail:nagoyaealplle― tour com

ホームページ http://www alpine tour com

月  日 内 容

7 1

73
711

721～ 22

87
8 7～ 11

821

821～ 23

気象遭難対策講習会 (県スポーツ会館 )

第 3日常任理事会 (OMCビル )

全国 II岳遭難対策協議会 (東京)

国体東海プロック大会 (愛知 )

第 4回常任理事会 (OMCビル )

全国高校総体 (新潟 苗場山)

第 2回理事会 (県スポーツ会館 )

高体連 夏期大会 (県民の森 海老沢)

◆
７
●
８
月
ス
ヶ
ジ
ュ
ー
ル


